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学校法人  広島山陽学園

（昭和 38 年  普通科卒）
理事長　岸　　　英 　雄

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
会
の
運
営
に
は
ご
理
解
ご
協
力
と

ご
支
援
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

山
陽
高
等
学
校
で
は
、
一
昨
年
よ
り

女
子
生
徒
も
入
学
し
て
男
女
共
学
と
な

り
、
新
た
に
情
報
会
計
科
も
新
設
さ
れ

て
、
新
年
度
さ
ら
に
女
子
生
徒
が
入
学

す
れ
ば
、
１
５
０
名
程
度
に
な
る
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

女
子
生
徒
の
明
る
い
声
と
共
に
、
学

校
全
体
も
明
る
く
活
発
に
な
っ
て
い
る

様
に
思
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
生
徒
会

代
表
は
女
子
生
徒
で
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
空
手
部
・
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
他

に
女
子
生
徒
が
活
躍
し
て
県
大
会
な
ど

へ
の
出
場
が
増
加
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ

活
動
が
活
性
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
学
園
の
生
徒
各
ク
ラ
ブ
が

活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
の
運

営
は
学
校
の
支
援
が
行
き
届
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
同
窓
会
と
し
て
も
少

し
で
も
多
く
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
の
同
窓
会

で
は
力
不
足
な
の
で
す
。

　

現
在
ど
う
す
れ
ば
よ
り
良
い
生
徒
の

支
援
が
可
能
か
、
生
徒
支
援
推
進
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
委
員
の
方
々
に
よ
り

ご
検
討
を
頂
き
、
活
動
を
広
げ
る
為
に

新
た
に
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
会
の
連
合
会（
仮

称
）
を
４
月
頃
の
発
足
を
目
標
に
、
規

約
（
案
）
を
作
成
し
、
各
Ｏ
Ｂ
会
、
同

好
会
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ク
ラ

ブ
の
先
生
方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
ご
協
力
頂
く
各

ク
ラ
ブ
代
表
理
事
、
役
員
の
方
々
を
人

選
に
向
け
て
、
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
縦
の
組
織
と
横
の

繋
が
り
の
強
化
の
連
合
会
が
立
ち
上
が

り
、
活
動
す
る
様
に
な
れ
ば
、
よ
り
大

き
な
力
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

際
は
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
方
は
、
活
性
化
と
強
化
の

為
、
役
員
の
方
々
は
こ
の
数
年
間
は
、

組
織
強
化
と
会
員
の
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
と

活
動
へ
の
参
加
者
の
増
員
と
、
生
徒
の

支
援
活
動
強
化
に
、
努
力
さ
れ
た
お
陰

で
か
な
り
の
成
果
が
出
来
た
様
に
思
え

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
と
資
金
不

足
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
な
る
学
園
生
徒
へ
の
支
援

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ

の
為
に
は
、
今
年
も
企
画
し
て
お
り
ま

す
【
同
窓
大
会
】
６
月
８
日
（
土
曜
日
）

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
へ
少
し
で
も

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
、

学
園
生
徒
の
ク
ラ
ブ
の
発
表
を
見
聞
き

す
る
時
間
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ご

参
加
頂
く
事
が
生
徒
支
援
の
一
翼
に
な

り
ま
す
。

　

是
非
、
同
窓
会
の
皆
様
方
の
多
数
の

ご
参
加
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、

併
せ
て
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

山陽同窓会

（昭和 39 年  普通科卒）
会　長　城　戸　常　太

　

同
窓
会
の
活
動
の
活
性
化
並
び
に

同
窓
生
の
皆
様
の
社
会
で
の
ご
活
躍

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
学
園
運
営

へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
山
下
前
同
窓
会
長
を

中
心
に
同
窓
会
を
再
び
立
ち
上
げ
て

頂
き
、
過
去
の
学
園
紛
争
の
傷
跡
の

残
る
同
窓
会
を
今
日
ま
で
活
性
化
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
関
係
諸
先
輩
に
は

大
変
な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
拝
察
い

た
し
、
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

爾
来
15
年
に
渡
る
学
園
改
革
及
び

同
窓
会
の
活
性
化
は
山
陽
高
校
を

名
門
復
活
へ
の
着
実
な
歩
み
へ
と

導
い
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
男
子
校

か
ら
女
子
生
徒
を
受
け
入
れ
る
共
学

校
へ
の
転
換
を
始
め
、
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
、
入
学
者
数
の
増
加
、
近

年
の
就
職
難
の
中
、
毎
年
１
０
０
％

の
就
職
率
の
達
成
、
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
裏
付
け
に
は
１
０
０
年
を

超
え
る
歴
史
と
伝
統
が
力
強
い
支
え

と
な
っ
て
い
る
事
を
一
段
と
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
教
育
界

の
状
況
は
国
も
教
育
改
革
に
検
討
を

始
め
、
又
２
年
後
か
ら
は
更
に
少
子

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
参
り
ま
す
。

教
育
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
化
を
し

て
い
く
事
は
避
け
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
。
国
際
社
会
の
変
化
、
そ
の
中
で

の
日
本
の
国
と
し
て
の
環
境
は
大
変

に
厳
し
い
変
化
が
訪
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
と
し
て
も
人
口
が
２
０
５
０

年
に
は
９
０
０
０
万
人
に
な
る
統
計

が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
事
に
対
し
て

何
ら
か
の
施
策
は
考
え
ら
れ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
の
中
で
の

発
展
を
図
る
事
は
初
め
て
の
経
験
で

ど
の
よ
う
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
基
盤
と

な
り
、
地
域
や
国
を
支
え
る
人
間
創

り
は
教
育
界
に
与
え
ら
れ
た
重
要
な

役
割
と
認
識
し
て
、
地
域
社
会
か
ら

期
待
さ
れ
る
山
陽
高
校
と
な
る
よ
う

に
理
事
会
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
で
あ
る
同
窓
会
の
ご
指
導
、

ご
支
援
が
あ
っ
て
成
し
遂
げ
る
事
の

出
来
る
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
ご
助
力
を
期
待

い
た
し
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
・

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
ま
す
ま
す
拡
大
活
性
化
さ
れ
る

事
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

（広島県議会議員）
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広島山陽学園  山陽高等学校

校　長　田　邊　康　嗣
　

山
陽
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
教
育
に
対
し

て
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
陽
高
等
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、「
和
」
の
精
神
を
基
本
に
、
教

育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
な
り
、

21
世
紀
の
持
続
的
発
展
の
担
い
手
を
育

成
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
の

あ
の
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

北
の
大
地
震
と
福
島
原
発
の
事
故
は
、

私
た
ち
に
、
本
当
の
意
味
で
の
持
続
可

能
な
社
会
と
は
何
か
を
問
い
か
け
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

山
陽
高
等
学
校
で
は
「
広
島
の
未
来

を
つ
く
る
」
と
い
う
志
・
使
命
・
責
任

を
大
切
に
し
、「
強
い
山
陽
・
さ
わ
や

か
な
山
陽
の
実
現
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
山
陽
高
等
学
校
は
、
地
域
へ
の

貢
献
と
い
う
使
命
の
も
と
に
、
学
校
内

は
も
と
よ
り
、
地
域
や
平
和
公
園
、
宮

島
な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
、
今
年
か
ら

ホ
ッ
ケ
ー
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
、
地
域
の
小
・
中
学
生
60
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

文
化
活
動
の
面
で
も
、
教
養
講
座
や

資
格
取
得
講
座
の
充
実
を
図
り
、
山
陽

高
等
学
校
の
生
徒
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
小
・
中
学
生
も
含
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
強
い
志
・
使
命
感
・
責
任
感

を
も
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
和
太
鼓
部
は
地
域
や
小

学
校
・
中
学
校
で
年
間
80
回
に
の
ぼ
る

演
奏
を
行
い
、
日
本
文
化
の
伝
承
と
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
講
座
の

地
域
へ
の
開
放
も
含
め
て
一
層
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
の
面
で
も
和
太
鼓

部
は
台
湾
や
ス
ペ
イ
ン
で
の
演
奏
会
に

招
待
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な
活
動
も

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
広
島
市
と
韓
国

の
テ
グ
市
の
姉
妹
校
提
携
15
周
年
の
記

念
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
山
陽
高

等
学
校
は
昨
年
度
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
、
台
湾
の
穀
保
高

級
家
事
商
業
職
業
学
校
と
姉
妹
校
提
携

を
行
い
、
修
学
旅
行
を
通
し
て
国
際
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道

な
国
際
交
流
活
動
が
評
価
さ
れ
、
山
陽

高
等
学
校
は
第
15
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活

動
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

国
民
レ
ベ
ル
の
草
の
根
の
交
流
は
や

が
て
両
国
の
も
つ
れ
た
糸
を
ほ
ぐ
し
、

友
好
と
交
流
の
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
世
界
や
日
本
、
地

域
、
家
庭
の
現
実
を
直
視
し
、
そ
こ
か

ら
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
志
や
使
命
、
責

任
の
自
覚
を
促
す
教
育
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⃝国体出場（9 月）
　空手	 	 2 名（尾加・山下）
　自転車競技部	 2 名（吉田・村上）
　バレーボール部	 1名（浅藤）
⃝全日本女子アマチュアボクシング選手権大会出場（12月）
	 	 	 （橋本采葉）
⃝県体協体育賞	 吉田　慶（自転車競技部）

クラブ

ハンドボール部活動状況　顧問　青戸 あかね 　ハンドボール部は男子と女子が仲良
く、協力し合うことをモットーに活動
をしています。
　女子は 2 月に広島県 2 位代表として
中国大会に初出場し、1勝しました。次
は全国大会へアベック出場を目指しま
す！！男女で力をあわせて目標に向け
て頑張ります。また、5月から山陽高校
ハンドボール教室を開催します。生徒
が中心となり企画・運営をし、地域の小・
中学生にハンドボールの楽しさを伝え
ながら指導をしていきます。また審判
をやりながらルール等も勉強します。

OB クラブ

ホッケーOB　日本代表で海外遠征（8月）

（H24 年８月～H25 年 1月）ク ラ ブ 活 動 学 校 報 告

山陽OB会連合会を設立します！
ご賛同下さい。

各クラブ出身者は
同窓会で集まりましょう！！
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OB企業
　　訪問記
OB企業
　　訪問記

　平成 24 年度の文化祭において、｢広島
の未来をつくる｣ 人材になることを大き
な目標に生徒が広島で活躍されている山
陽高校同窓会の方々を訪問し、生徒がい
ろいろなお話を聞かせて頂きました。
一部をご紹介いたします。

広
島
市
安
芸
区
矢
野
新
町
１

－

２

－

15

代
表
取
締
役　

石
崎
　
信
三

会
社
の
特
徴

１
９
９
７
年
設
立
。
中
国
地
方
の
複

層
ガ
ラ
ス
製
造
や
ガ
ラ
ス
切
断
部
分

を
併
設
し
た
板
ガ
ラ
ス
の
供
給
基
地
。

石
崎
本
店
と
の
連
携
活
動
に
よ
り

ユ
ー
ザ
ー
直
結
型
の
窓
ガ
ラ
ス
製
造

会
社
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容

複
層
ガ
ラ
ス
な
ど
を
作
る
。
ガ
ラ
ス
を

切
断
し
た
り
、
板
ガ
ラ
ス
を
供
給
す

る
。
車
の
ミ
ラ
ー
な
ど
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
一
人
一

人
自
分
の
持
ち
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

若
い
人
が
多
い
。
元
気
が
あ
り
、
全

員
が
フ
ラ
ッ
ト
。

⃝

仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
、

幸
せ
を
感
じ
る
と
き
と
そ
の
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
？

自
分
の
家
に
自
分
で
作
成
し
た
ガ
ラ

ス
が
入
る
時
。
子
供
に
自
分
が
作
成

し
た
ガ
ラ
ス
を
見
せ
ら
れ
る
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

元
気
が
あ
り
、
努
力
を
し
て
く
れ
る

人
。
不
器
用
な
人
で
も
努
力
を
す
れ

ば
器
用
な
人
を
越
え
ら
れ
る
。

㈱
石
崎
本
店

㈱
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ス
テ
ム

広
島
市
南
区
出
島
２

－

14

－

47

代
表
取
締
役　

結
城
　
範
宗

会
社
の
特
徴

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
会
社
、

み
ん
な
仲
良
く
活
力
の
あ
る
会
社

仕
事
の
内
容

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
・
ト
ラ
ッ

ク
の
整
備
を
主
に
し
て
い
る
。
お

客
様
の
笑
顔
を
大
切
に
し
、
満
足
度

１
０
０
％
を
目
指
す
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

全
社
員
23
人
、
家
族
の
よ
う
な
絆
が

あ
る
。

⃝

御
社
で
働
い
て
い
く
上
で
一
番
大

切
に
し
て
い
く
べ
き
こ
と
は
何
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
い
集
団
。
上
司

に
進
言
が
で
き
る
。
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

社
会
人
と
し
て
最
低
限
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
が
守
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

し
っ
か
り
し
た
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
人
。

胡
子
自
動
車
工
業

株
式
会
社

広
島
市
南
区
東
雲
本
町
２

－

５

－

17

代
表
取
締
役　

岸
　
　
英
雄

会
社
の
特
徴

機
械
で
の
大
量
生
産
で
は
な
く
、
す

べ
て
手
作
業
で
作
っ
て
い
る
。
従
業

員
み
ん
な
が
、
自
主
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
テ
ン
ト
と
い
う
柔
軟

性
と
応
用
性
の
高
い
素
材
を
中
心
と

し
た
各
種
膜
材
料
を
は
じ
め
、
多
彩

な
素
材
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
場
所

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
快
適
な

生
産
空
間
や
生
活
環
境
を
提
供
し
て

い
る
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

社
風
は
自
由
。
理
由
は
個
々
の
能
力

を
最
大
に
引
き
出
す
。

⃝

御
社
に
お
け
る
優
秀
な
人
は
ど
の

よ
う
な
人
で
す
か
？　

年
齢
や
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
か
？

先
を
読
む
力
が
あ
る
人
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

人
に
言
わ
れ
な
く
て
も
先
に
で
き
る

人
。
人
に
言
わ
れ
る
事
を
読
ん
で
や

る
人
。
勉
強
で
言
う
と
予
習
す
る
人

を
望
ん
で
い
る
。

岸
工
業
株
式
会
社

広
島
市
南
区
丹
那
町
22

－

10

－

10

代
表
者　

菅
　
　
雅
則

会
社
の
特
徴

家
庭
的
な
雰
囲
気
を
基
調
と
し
、
ス

タ
ッ
フ
は
利
用
者
に
敬
意
を
持
っ
て

接
し
ま
す
。
認
知
症
に
よ
る
生
活
で

の
支
障
を
援
助
し
、
日
常
生
活
で
の

自
立
し
た
生
活
を
援
助
し
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
そ
の
た
め
に
認
知
症
ケ
ア

の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容

日
常
生
活
に
お
け
る
散
歩
や
体
操
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
心
身
機
能

の
低
下
予
防
と
維
持
を
、
目
指
し
、

生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

み
ん
な
親
切
で
優
し
い
。

⃝

御
社
で
働
い
て
い
く
上
で
一
番
大

切
に
し
て
い
く
べ
き
こ
と
は
何
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
楽
し
く
効
率
よ

く
出
来
る
か
考
え
る
こ
と
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

新
し
い
風
を
ふ
か
し
て
ほ
し
い
。
新

し
い
こ
と
を
言
っ
て
ほ
し
い
。
忍
耐

力
を
持
っ
た
ひ
と
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

丹
那
の
社

（50 音順）
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広
島
市
佐
伯
区
利
松
３

－

５

－

19

代
表
取
締
役　

宮
本
　
昌
幸

会
社
の
特
徴

す
べ
て
が
手
作
り
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
家
具
を
た
く
さ
ん

販
売
し
て
い
る
。
家
具
の
材
料
に
ま

で
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

仕
事
内
容

自
分
た
ち
で
家
具
を
作
り
、
自
分
た

ち
で
家
具
を
売
っ
て
い
る
た
め
、
運

送
料
等
が
掛
ら
な
い
の
で
低
価
格
販

売
が
で
き
る
。
今
、
流
行
り
の
産
地

直
送
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

修
理
も
行
っ
て
い
る
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

お
客
様
の
ご
要
望
に
的
確
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
迅
速
に
対
応
・
作
業
す
る
。

⃝

御
社
に
お
け
る
優
秀
な
人
は
ど
の

よ
う
な
人
で
す
か
？
年
齢
や
職
種

に
よ
り
異
な
り
ま
す
か
？

全
て
の
人
が
修
行
を
行
い
、
各
作
業

に
お
い
て
職
人
と
し
て
最
高
の
腕
を

も
っ
て
い
る
。
年
齢
は
関
係
な
い
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

人
と
違
っ
た
事
を
し
て
、
自
分
だ
け

の
能
力
、
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
。

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
は
な
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
な
自
分
だ
け
の
価
値
を
身
に
つ

け
て
い
る
人
材
。

㈲
宮
本
家
具
工
業
所

広
島
市
中
区
千
田
町
２

－

11

－

８

代
表
取
締
役　

田
川
　
有
洋

会
社
の
特
徴

銘
菓｢

浅
野
四
十
二
万
石｣
で
知
ら
れ

る
広
島
を
代
表
す
る
和
菓
子
の
老
舗
。

｢

燁
も
み
じ｣

｢

ほ
ろ
酔
い
も
み
じ｣
な

ど
人
気
の
商
品
も
多
い
。
現
在
、
洋
菓

子
の
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
パ
ン
フ
ル
ー
ト
含

め
市
内
７
店
舗
を
展
開
。
ま
た
、
宮
島

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
、
バ

ス
セ
ン
タ
ー
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
の
お
菓
子
の
小
売
販
売
な
ど
販

路
を
拡
大
し
て
い
る
。

仕
事
の
内
容

和
菓
子
の
製
造
・
卸
業

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

職
人
と
い
う
の
は
自
信
が
あ
り
意
識
・

プ
ラ
イ
ド
が
高
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

技
術
（
能
力
）
で
会
社
か
ら
信
頼
さ

れ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

が
ん
ば
る
と
い
う
面
も
あ
る
。
ま
た
、

社
員
は
み
ん
な
ま
じ
め
で
人
が
良
い

の
で
中
の
人
か
ら
も
外
の
人
か
ら
も

信
頼
が
あ
る
。

⃝

御
社
に
お
け
る
優
秀
な
人
は
ど
の

よ
う
な
人
で
す
か
？
年
齢
や
職
種

に
よ
り
異
な
り
ま
す
か
？

職
人
で
あ
っ
て
も
人
間
性
が
大
事
。

他
の
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
人
が
よ
い
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
れ
る

人
、
根
気
強
い
人
、
健
康
で
あ
る
人
、

遅
刻
し
な
い
人
。

天
光
堂
有
限
会
社

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
３

－

６

－

33

代
表
取
締
役　

松
浦
　
恵
里
子

会
社
の
特
徴

家
具
の
大
き
さ
、
高
さ
、
幅
な
ど
す

べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
。
い
ろ
い
ろ

な
国
の
家
具
を
揃
え
て
い
る
。

仕
事
の
内
容

住
空
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
仕

事
。
た
だ
単
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の

で
は
な
く
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
、

お
客
様
の
予
算
、
こ
だ
わ
り
、
感
性
、
家

族
校
正
、
家
の
間
取
り
な
ど
を
考
え
、
よ

り
良
い
空
間
を
提
供
さ
せ
て
頂
く
仕
事
で

す
。
そ
し
て
入
居
さ
れ
る
お
客
様
に
楽
し

み
を
与
え
る
仕
事
で
す
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

約
束
事
を
守
り
、
整
理
整
頓
を
す
る
こ

と
で
心
を
豊
か
に
し
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
。
礼
儀
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
明
る
く
一
致
団
結
し
て
い
る
。

⃝

今
、
高
校
生
活
で
何
を
が
ん
ば
れ

ば
い
い
か
？

イ
ン
テ
リ
ア
が
好
き
な
ら
や
っ
ぱ
り
勉

強
が
大
事
。
つ
ま
り
自
分
の
好
き
な
仕

事
に
就
き
た
い
な
ら
勉
強
を
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
。
人
に
好
か
れ

て
親
友
が
で
き
て
間
違
え
の
な
い
生
活

を
送
る
。
そ
れ
と
大
事
な
こ
と
は
礼
儀

作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

ま
ず
、
イ
ン
テ
リ
ア
が
好
き
か
？
そ

し
て
性
格
が
明
る
く
礼
儀
作
法
が
き

ち
っ
と
し
て
い
て
好
か
れ
る
人
材
。

株
式
会
社
　
二
興

広
島
市
西
区
観
音
新
町
３

－

10

－

11

代
表
取
締
役　

原
田
　
和
明

会
社
の
特
徴

現
場
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
千
差
万
別
。

｢

既
製
品
に
欲
し
い
製
品
が
な
い
。｣

そ
ん
な
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
て
い
る
会
社
で
す
。

｢

無｣

か
ら｢

有｣

へ
。｢

大
量
生
産｣

で
は
な
く｢

オ
ン
リ
ー
ワ
ン｣

の
創
造

を
モ
ッ
ト
ー
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容

各
種
運
搬
装
置
設
計
製
作
、
一
般
機

械
装
置
設
計
製
作
、
大
型
機
械
装
置

組
立
、
各
種
製
缶
鋼
材
加
工
…
等
が

あ
り
ま
す
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ

で
す
か
？

個
人
の
能
力
を
活
か
す
事

⃝
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
、

幸
せ
を
感
じ
る
と
き
と
そ
の
理
由

を
教
え
て
下
さ
い
。

仕
事
を
通
じ
て
、
家
族
に
感
謝
を
さ

れ
る
時

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資

質
・
ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま

す
か
？

明
る
く
て
健
康
な
人
。

原
田
鉄
工
株
式
会
社

広
島
市
中
区
榎
町
10

－

23

代
表
取
締
役　

浮
田
　
　
収

会
社
の
特
徴

む
す
び
の
む
さ
し｣

｢

手
打
ち
う
ど
ん
の

む
さ
し｣

と
し
て
広
島
を
代
表
す
る
飲
食

店
。
土
橋
の
本
店
で
は
３
０
０
人
が
入
る

こ
と
が
で
き
る
宴
会
場
が
あ
る
。
広
島
に

10
店
舗
あ
り
、
春
や
秋
に
は
お
祭
り
で
も

出
店
し
て
い
る
。
有
名
人
の
来
店
も
多
く
、

最
近
で
は
中
国
か
ら
の
団
体
客
も
受
け
入

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
広
島
を
代
表
す
る
味

で
あ
る
。｢

む
さ
し｣

の
名
前
の
由
来
は
、

お
む
す
び
だ
け
で
は
な
く
市
場
の
仕
事
も

両
方
行
っ
て
い
る
か
ら｢

二
刀
流｣

の
宮

本
武
蔵
に
ち
な
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

仕
事
内
容

食
品
の
製
造
・
販
売
。
出
前
。
掃
除
。
準
備
。

い
ろ
い
ろ
な
味
を
知
る
た
め
に｢

食
べ
歩

き
手
当
て｣

が
一
五
、〇
〇
〇
円
出
て
い

る
の
も
ユ
ニ
ー
ク
。

⃝

こ
の
企
業
の
社
風
は
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？

挨
拶
や
服
装
、
立
ち
止
ま
っ
て
の
会
釈
な

ど
基
本
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
こ
な
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⃝

御
社
に
お
け
る
優
秀
な
人
は
ど
の
よ
う

な
人
で
す
か
？
年
齢
や
職
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
か
？

同
じ
こ
と
を
注
意
さ
れ
な
い
。
す
ぐ
に
気

が
つ
く
。
自
分
か
ら
率
先
し
て
で
き
る
。

指
示
さ
れ
た
ら
そ
の
時
に
周
辺
を
す
べ
て

確
認
で
き
る
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
お
客
様
だ
け
で
な
く
社
員
の
間

で
も
う
ま
く
取
れ
る
人
。

⃝

新
入
社
員
に
期
待
す
る
能
力
・
資
質
・

ど
ん
な
人
材
を
望
ん
で
い
ま
す
か
？

素
直
。
積
極
敵
。
注
意
し
て
は
ぶ
て
な
い
。

株
式
会
社
む
さ
し

山陽同窓会会報5



 

第6回グランドマスターズホッケーワールドカップ
英国の歴史と緑に囲まれた楽しむ円熟のホッケー

期間：2012年 8月14日（火）～24日（金）
会場：オックスフォード・ホークスホッケークラブ（イギリス）

　日本のグランドマスターズ達が近代ホッケー発祥
の地・イギリスでの世界大会に出場。緑豊かなフィー
ルドで、ヴィンテージなホッケーを楽しんだ。
　全国各地から選出された日本マスターズ代表選手
総勢 57 名は、イギリス・ヒースロー空港へ降り立
ち、古い歴史の佇まいを持つ教育の中心地オックス
フォードの街はずれの試合会場近くのリプトンロッ
ヂホテルに着いた。
　本大会の 70 歳以上では、山陽高卒の菅さん（昭和
36 年卒）、65 歳以上では宮本さん（旧姓松浦、昭和
39年卒）と筒井さん（昭和41年卒）の3名が出場した。
　初参加した第 4回香港大会の全敗に比べて、今大
会は、可能な限りのメンバーの補強と練習、合宿をし、

「まず 1勝」を目標に挑んだ結果、60 歳以上の部 1勝
5敗（10 ケ国中 9位）、65 歳以上の部 2勝 2敗 2分（8
ケ国中 5位）、70 歳以上の部 1勝 5敗（6ケ国中 6位）
で「まず 1勝」をクリアーし初勝利に自己満足した。
　そうして次回国際大会 2013 年第 2 回アジアカッ
プ香港大会、2014 年第 7 回ワールドカップオランダ
（ハーグ）大会に向けて更に上位を目指して心・技・
体を鍛え、生涯スポーツとしてのホッケー競技の先
駆者として頑張って行く所存です。今後ともご声援
賜わりますようお願い申しあげます。
　終りに山陽同窓会より激励金を頂き、心よりお礼
申し上げます。	 感　謝　

昨年の 8 月、イギリスで開催された第 6 回グランドマスターズホッケーワールドカップに、約 90 年の

歴史を誇る我が山陽高校ホッケー部の同窓生より 3 名が選出され参加してきましたので報告いたします。

活躍する

　山陽ＯＢ！

左から　宮本さん、菅さん、湯崎知事、筒井さん
左から　元田市議、筒井さん、宮本さん、松井市長、菅さん

左  筒井さん　　右  宮本さん

左  菅さん

山陽同窓会会報 6



 

◆
高
校
在
学
中
の
想
い
出

　

昭
和
33
年
に
山
陽
高
校
商
業
科
に
入
学
し

ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
か
ら
そ
ろ
ば
ん
塾
に

通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
は

珠
算
部
を
選
び
ま
し
た
。
一
年
生
の
頃
か
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
様
々
な
経
験
を
積
ま
せ

て
も
ら
い
、
先
輩
方
と
多
く
の
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
三
年
生
の
時
に
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
出
場
し
た
全
珠
連
の
全
国
大
会
で
は
、

部
門
優
勝
を
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
と
め
役
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
く
な
か

で
、
物
怖
じ
せ
ず
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
弁
論
大

会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
経
験
が
卒
業
後
の

人
生
で
大
き
く
活
き
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
多
く
の

先
輩
・
後
輩
や
他
校
の
生
徒

と
の
交
流
が
で
き
、
と
て
も

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
で
も
連
絡
を
取
り
合

う
友
人
が
お
り
、
ゴ
ル
フ
に

行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
卒
業
後
は
？

　

山
陽
高
校
を
卒
業
後
、
天
光
堂
で
働
き
始

め
ま
し
た
。
父
は
菓
子
の
作
れ
な
い
者
に
は

会
社
を
任
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
方
針
で
し

た
の
で
当
初
は
現
場
で
ひ
た
す
ら
菓
子
を
作

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
見
て
・
作
っ
て
憶
え
て
い

き
ま
し
た
。

　

私
の
長
所
で
あ
る
発
想
力
・
行
動
力
を
活

か
し
て
新
商
品
（
燁
も
み
じ
・
ほ
ろ
酔
い
も

み
じ
等
）
の
開
発
や
、
洋
菓
子
部
門
の
設
立

な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
に
よ
り
大
切
な
の
は
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
関
わ
り
や
、
友
人
と
の
人
付
き
合

い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

　

70
歳
に
な
っ
た
と
き
に
卓
球
を
始
め
ま
し

た
。
い
ま
で
は
ゴ
ル
フ
と
合
わ
せ
て
気
力
体

力
の
充
実
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
カ
ラ
オ
ケ
や

詩
吟
な
ど
の
趣
味
も
あ
り
、
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

社
業
で
は
、
今
年
開
催
さ
れ
る
『
ひ
ろ
し

ま
菓
子
博
』
へ
の
出
展
や
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
厳
島
神
社
を
模
し
た
工
芸
菓
子
製
作

へ
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
い
も
の
に
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
述
の

工
芸
菓
子
制
作
は
三
代
目
社
長
で
あ
る
息
子

に
任
せ
ま
し
た
が
、
父
と
の
約
束
で
あ
る

１
０
０
周
年
を
目
指
し
て
私
も
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。

　

学
生
時
代
に
は
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
同
窓

会
総
会
で
は
当
時
の
仲
間
に
会
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
が
お
り
様
々
な
経

緯
で
山
陽
高
校
で
学
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
は
山
陽
高
校
の
同
窓
生
で

あ
る
こ
と
を
誇
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

田 川  敦 通
昭和35年　商業科卒

新OB探訪OB探訪OB探訪
天光堂有限会社
取締役会長

―つなげよう―  山陽のわ

お店紹介
創業 80 年以上を誇る和・洋菓子の
お店、天光堂。

代表銘菓「浅野四十二万石」をは
じめ、あきもみじ、ほろ酔いもみ
じ饅頭、大栗まんじゅう、ふく梅な
ど、店頭には様々なお菓子が並ん
でいます。
和菓子の命である餡には厳選され
た北海道十勝小豆を使用、卵は広
島の豊平町において、ネッカリッ
チ農法で育てた鶏が産んだものを
使ってらしゃいます。
こだわり抜いた食材と歴史ある手
法によって作りだされる和菓子を是
非ご賞味ください。

店舗名　天光堂有限会社（本店）
代表者　田 川 有 洋
創業年　1931（昭和 6）年 1 月
住　所　広島市中区千田町 2 丁目 11-8
ＴＥＬ　（082）241-2532　ＦＡＸ（082）241-1342
　　　　フリーダイヤル　0120-41-4259
ＵＲＬ　http://www.tenkoudou42.com/
営業時間　8:00 ～ 19:30（平日）※日曜日は 19:00 まで
定休日　元日のみ（1月2・3 日は 10:00 ～ 16:00 まで）
取扱品目　和菓子・洋菓子・四季の生菓子・せんべい・
　　　　銘茶・餅・赤飯 等

日本赤十字
原爆病院 広島大学

東千田キャンパス

広
島
電
鉄天光堂有限会社 本社

広島総合
健康センター

京
橋
川

●

●

●

●

赤十字血液センター

至 吉島
←

↑
至 

市
役
所

至 宇品
→

広電本社前広電本社前

日赤病院前日赤病院前
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Ｈ
24
・
６
月
～
Ｈ
25
・
１
月
末

終
身
会
費
納
入
者

◎
第
一
商
業

昭
14　

木
下　

豊
馬

◎
定
時
制
・
商
業

昭
30　

星
野　

博
美

◎
全
日
制
・
商
業

昭
29　

田
中　
　

徹

昭
34　

土
井　

英
明

昭
41　

日
名
田
輝
美

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
37　

河
野　

琇
二

昭
38　

川
橋　

好
文

昭
38　

石
田　

隆
次

昭
43　

竹
政　

忠
明

昭
43　

平
野　

博
行

昭
44　

山
口　

修
治

昭
48　

住
吉　

眞
一

昭
51　

小
林　
　

修

昭
52　

今
宮　

千
秋

昭
53　

高
尾　

敏
郎

昭
54　

森　
　

正
晴

昭
59　

宮
本　

博
文

昭
61　

杉
岡　

泰
之

平
10　

正
木　

功
一

平
24　

茶
谷
本
晴
幾

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
の
納
入

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

会
費
納
入
者

◎
旧
中

昭
和
４ 
柏
谷　

忠
孝

昭
和
５ 

三
宅　

三
郎

昭
和
５ 

織
田　

明
正

昭
和
６ 

加
藤　

四
郎

昭
和
７ 

酒
井　

光
人

昭
和
７ 

田
村　
　

武

昭
和
８ 

有
田　

英
雄

昭
和
８ 

片
岡　
　

巖

昭
和
８ 

平
川　

大
三

昭
和
11 

景
山　

忠
雄

昭
和
12 

中
野　

一
美

昭
和
12 

原
田　
　

茂

昭
和
12 

信
広　
　

進

昭
和
13 

木
村　

修
三

昭
和
16 

田
中　
　

寿

昭
和
17 

吉
田　

忠
男

昭
和
17 

藤
原　

是
彦

昭
和
17 

瀬
尾　

毅
郎

昭
和
17 

大
住　

秀
人

昭
和
18 

岡
崎　

秀
穂

昭
和
18 

椙　
　

之
則

昭
和
19 

栗
原　
　

篤

昭
和
19 

長
谷
川
国
人

昭
和
20 

山
田　
　

勲

昭
和
20 

久
保　

昌
身

昭
和
20 

山
田　

哲
壮

昭
和
20 

森
本　
　

一

昭
和
20 

佐
度　

迪
司

昭
和
20 

松
村　

重
治

昭
和
21 

神
出　

香
澄

昭
和
21 

篠
田　
　

守

昭
和
22 

藤
谷　

義
明

昭
和
22 

坂
本　

信
一

昭
和
22 

福
島　

安
正

昭
和
22 

宗
像　

郁
雄

昭
和
23 

北
脇　

史
康

昭
和
34 

大
須　

一
司

◎
第
一
商
業

昭
和
13 

本
郷　

盛
人

昭
和
15 

浜
田　
　

登

昭
和
16 

久
保　
　

明

昭
和
16 

植
田　
　

穣

昭
和
17 

倉
西　

誠
司

昭
和
17 
北
条　

捷
蔵

昭
和
18 
高
原　

義
信

昭
和
18 
砂
田　

寿
夫

昭
和
18 

松
原　
　

竧

昭
和
18 

佐
々
木
雅
也

昭
和
18 

碇　
　
　

正

昭
和
18 

金
行　

正
二

昭
和
19 

西
本　

哲
夫

昭
和
19 

下
村　

正
晴

昭
和
20 

竹
内　

幸
雄

昭
和
21 

野
田　

忠
昭

昭
和
21 

五
郎
丸
正
男

昭
和
21 

小
佐
古　

昭

昭
和
21 

藤
本　

制
一

昭
和
23 

加
藤　

静
馬

昭
和
24 

神
崎　
　

篤

◎
定
時
制
・
普
通
科

昭
和
25 

内
田　

実
男

昭
和
26 

横
田　

隆
三

昭
和
28 

高
橋　

義
信

昭
和
30 

迫
田　

功
三

昭
和
30 

三
宅　

朝
雄

昭
和
32 

奥
名　

朝
二

昭
和
32 

表　
　

梅
雄

◎
定
時
制
・
商
業

昭
和
25 

山
本　

健
治

昭
和
28 

木
村　
　

守

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
和
27 

坂
岡　

慶
明

昭
和
31 

沖
野　

正
之

昭
和
34 

菊
井　
　

宏

昭
和
37 

脇
坂　

紘
泰

昭
和
37 

井
上
三
千
男

昭
和
37 

有
田　

正
記

昭
和
44 

茸
谷　
　

孝

昭
和
46 

富
士
谷　

忍

昭
和
49 

大
江　

正
美

昭
和
49 

宗
像　

郁
雄

昭
和
52 

小
林　

武
史

昭
和
54 

原
田　
　

徹

昭
和
56 

稲
田　

和
重

平
成
８ 

上
田　

康
夫

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
和
38 

豊
島　
　

浩

昭
和
39 

佐
々
木
雅
典

昭
和
46 

高
畠　

正
人

平
成
５ 
大
前　

軍
事

◎
全
日
制
・
商
業

昭
和
25 

城
本　

徳
治

昭
和
27 

岡
野　

圭
三

昭
和
29 

松
原　
　

勝

昭
和
29 

浜
口　

哲
男

昭
和
30 

松
田　

久
夫

昭
和
30 

空　
　

弘
明

昭
和
34 

長
西　

完
治

昭
和
34 

丸
山　

賢
三

昭
和
40 

花
守　

荒
壮

昭
和
42 

今
田　

祈
徳

昭
和
47 

長
尾　

浩
二

昭
和
49 

清
水　

直
哉

◎
全
日
制
・
電
気

昭
和
41 

打
越　

通
稔

昭
和
42 

片
桐　

利
博

昭
和
48 

森
島　

宏
昭

◎
旧
中

 

昭
17　

瀬
尾　

毅
郎

ご
寄
付
ご
芳
名

発　行
山 陽 同 窓 会

〒 733-8551
広島市西区観音新町 4-12-5

TEL 082-232-9156
FAX 082-232-2497

http://www.sanyo.ed.jp/

編集後記
　

平
成
24
年
度　

山
陽
同
窓
会
を
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
行
い
ま
し
た
。
懐
か

し
い
顔
等
を
拝
見
し
、
気
力
が
み
な
ぎ
る
と

伴
に
明
日
か
ら
の
鋭
気
を
養
う
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
同
窓
会
参
加
者

が
増
え
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
号
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
、
在

校
生
の
企
業
訪
問
等
、
現
役
世
代
の
学
生
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
山
陽
高
等

学
校
を
皆
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
報
は
皆
の
会
費
に
よ
っ

て
運
営
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う

ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
全
日
制
・
電
気

昭
40　

笹
木　

三
郎

同
窓
大
会
の
時
の
寄
付

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
28　

服
部　

豊
治

◎
全
日
制
・
商
業

昭
30　

奥
田　
　

豊

◎
全
日
制
・
機
械

昭
43　

今
沢　
　

新

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

H24.6 月
～ H25.1 月末（ ）

電
　
　
報

青
原
　
敏
治

当
選
　
安
芸
高
田
市
議

全
日
制
機
械
科
昭
44
卒

平
24　

田
口　

翔
輝

◎
全
日
制
・
電
気

昭
41　

山
中　

和
男

◎
全
日
制
・
情
報
処
理

平
10　

西
島　

雄
一

平
22　

土
井　

政
人

年
会
費
か
ら

終
身
会
費
に
な
ら
れ
た
方

◎
全
日
制
・
商
業

昭
26　

沖　
　
　

昭

◎
全
日
制
・
普
通
科

平
15　

住
本　

幸
嶺

平
19　

正
木　

雄
祐

年
会
費
納
入
者

◎
第
一
商
業

昭
17　

上
野　

正
行

◎
全
日
制
・
商
業

昭
25　

石
田　

英
雄

◎
全
日
制
・
普
通
科

昭
43　

西
谷　

英
信

昭
46　

中
本　

和
東

昭
47　

錫
木　

康
夫

平
９　

大
西　

宗
憲

平
17　

重
森　

光
弘

平
17　

板
坂　

政
典

◎
全
日
制
・
機
械
科

昭
51　

森
田　

義
司

平
10　

多
元　

義
彦
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